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高
ま
る
高
齢
化
率
と

介
護
等
の
需
要

本
市
の
人
口
約
３３
万
９
０
０
０
人

（
平
成
２９
年
１
月
１
日
現
在
）
の
う

ち
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
は
約
８
万

２
０
０
０
人
（
同
）
で
、
そ
の
割
合

（
高
齢
化
率
）
は
２４
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
う
ち
の
約

４
割
が
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
割
合
も
近
い
将

来
に
は
５
割
を
超
え
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
１
）。

一
方
、
本
市
の
要
介
護
認
定
者
数

は
１
万
６
８
５
人
（
２８
年
１２
月
末
日

現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
の

１３
・
１
％
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
認
定
者
数
も
増
加
し
続

け
、
団
塊
の
世
代
が
７５
歳
以
上
と
な

る
３７
年
に
は
１
万
７
０
０
０
人
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
そ
れ
以
降
も
、
医
療
や
介
護

に
対
す
る
需
要
が
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て

医
療
や
介
護
需
要
の
増
大
の
ほ
か

に
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
と
い
っ
た
問
題
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
の
医
療
や

介
護
、
生
活
支
援
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
連
携
し
一
体
的
に
行
わ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
高
齢
者
に
ど
の
よ
う
な
需
要

が
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば
地
域
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
関
係
機
関

と
協
議
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

総
合
相
談
窓
口
で
あ
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者

等
に
必
要
な
援
助
を
行
う
高
齢
者
の
総
合

相
談
窓
口
と
し
て
、
各
市
町
村
が
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
本
市

で
は
１３
地
区
を
基
本
と
し
て
、
市
内
１１
カ

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健

師
ま
た
は
高
齢
者
相
談
の
経
験
が
あ
る
看

護
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
資
格
を
持
っ
た
人
材
が
、
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

3
月
中
に
3
カ
所
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
移
設

地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
自
治

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

市
民
が
利
用
し
て
い
る
施
設

で
す
。
今
後
、
一
人
暮
ら
し

や
認
知
症
の
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
地
区

セ
ン
タ
ー
へ
移
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
各
団
体
な
ど

と
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
住
民
が
高
齢
者
を

支
え
る
仕
組
み
の
構
築

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
桜
井
、

蒲
生
、
増
林
の
３
つ
の

地
区
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

設
が
行
わ
れ
、
来
年
度

以
降
も
順
次
移
設
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。 地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

自
宅
や
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
の

「
住
ま
い
」
を
中
心
に
、「
医
療

サ
ー
ビ
ス
」
や
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
「
生
活
支

援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
を
適

切
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
が
機
能
す
る
た
め
に
は
、
各
地

区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

窓
口
に
、
医
療
や
介
護
関
係
者
の

ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
、
民
生

委
員
、
民
間
事
業
者
な
ど
の
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

民生委員・児童委員は、援助を必
要とする方への支援活動や相談、助
言活動など、地域の皆さんの暮らし
を応援するためのさまざまな取り組
みを行っています。
地域の拠点施設である地区センタ
ーに地域包括支援センターが入るこ
とによって、見守りや相談活動で把
握した支援対象者の情報を提供しや
すくなるなど、地域包括支援センタ
ーとの連携がさらに強化され、地域福祉の向上につながる
と期待しています。

高高
齢齢
者者
が
地地
域域
で
安安
心心
し
て

暮暮
らら
しし
てて
いい
くく
た
め
に

近
年
、
少
子
高
齢
化
は
、
国
全
体
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
介
護
等
の
需
要
が
高
ま
る
の
に
対
し
、
そ
れ
を
支
え
る
人

た
ち
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
国
は
、
平
成
37
年
度
を
め
ど

に
、高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括
的
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
目
指
す
こ
と

と
し
、
各
市
町
村
が
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

市
が
行
っ
て
い
る
6
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は

地域の関係者が参画する
地域包括ケアシステムのイメージ

市
民
が
わ
か
り
や
す
い
場
所
に
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す

取り組み

1

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を地

区
セ
ン
タ
ー
へ
移
設

市内の地域包括支援センター
所在地・電話

大吉552－1 �977－3310

大竹831－1 �971－1077

南荻島1987 �978－6500

七左町4－154 �985－3303

川柳町2－507－1
（老人福祉センター
ひのき荘内） �990－0753

東大沢1－11－13
�972－4185

越ヶ谷4－1－1
（中央市民会館内）

�966－1851

元柳田町6－45�964－1911

平方272－1 �970－2015

蒲生2－9－30�985－4700

増森1－85 �963－3331

担当地区

新方

大袋

荻島・
北越谷

出羽

川柳・
大相模

大沢

越ヶ谷

南越谷

桜井

蒲生

増林

名 称

キャンベル
ホーム

あいあい

越谷ホーム

大孝

川柳・大相模

おおさわ

社会福祉
協議会

新越谷病院

シルバーケア
敬愛

かけはし

憩いの里

所在地・電話

下間久里792－1
（桜井地区センター
内） �970－2015

登戸町33－16
（蒲生地区センター内）

�985－4700

増林3－4－1
（増林地区センター内）

�963－3331

名称

地域包括支援
センター桜井
（旧 シルバーケア敬愛）

地域包括支援
センター蒲生
（旧 かけはし）

地域包括支援
センター増林
（旧 憩いの里）

移設日

3月1日

3月15日

3月16日

図2 越谷市の要介護認定者数の推移
（平成29年～37年は推計）

図1 越谷市の高齢者数等の推移
（平成32年～47年は推計）

・サービス利用調整役
・相談業務

＊各施設とも電話番号の変更はありません

権権利利擁擁護護
消費者被害や高齢者
虐待の防止など、高齢
者の権利を守るための
支援を行います。

包包括括的的・・継継続続的的
ケケアアママネネジジメメンントト
地域や様々な職種と関
係機関が連携して高齢者
の生活を支えます。
（ネットワークづくり）

介介護護予予防防ケケアアママネネジジメメンントト
介護保険で「要支援1・2」
と認定された方の介護予防ケア
プランを作成します。
要介護状態になるおそれのあ
る方へは、介護予防教室等の参
加を促します。

総総合合相相談談
健康、介護、生活のこ
となど、さまざまな相談
をお聞きします。必要に
応じて訪問も行います。

保健師または看護師社会福祉士

主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー

地域福祉の向上に期待

越谷市民生委員・
児童委員協議会

会長 臼倉誉治さん

地域包括支援センターの管理者と高橋
市長の意見交換も行われました
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地
域
の
実
情
に
応
じ
て

介
護
予
防
や
生
活
支
援
を

行
う介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
総
合
事
業
）は
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
予
防
の
制
度
を
見
直
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者

を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
を
整
え

る
ほ
か
、
高
齢
者
自
身
が
介
護
予
防

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

総
合
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
の

認
定
を
受
け
た
方
を
対
象
と
し
て
い

た
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
に
つ
い
て

は
、
国
の
一
律
の
給
付
を
や
め
、
各

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
介

護
予
防
事
業
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

市
で
は
段
階
的
に
総
合
事
業
の
拡

充
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
１０
月
か
ら

は
、
高
齢
者
に
対
す
る
生
活
支
援
に

つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
が
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
現

在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
で
支
援
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
る
一

方
、
専
門
性
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
は
既

存
の
介
護
保
険
事
業
所
が
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
行
う
な
ど
、
高
齢
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
需
要
に
対
し
、
役
割
を
分

担
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
す
べ
て
の
方
が
利
用
で
き

る
介
護
予
防
の
た
め
の
事
業
（
一
般

介
護
予
防
事
業
）
も
、
総
合
事
業
と

し
て
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

要
支
援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
て
い
き
ま
す
。

予
想
さ
れ
る
介
護
専
門
職
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
在
宅
介

護
や
生
活
支
援
の
需
要
も
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
生
産
年
齢
人
口
（
１５
歳
〜
６４

歳
）
の
減
少
に
よ
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
専
門
職
の
不
足

が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
人
材
の
確
保
が
今
後

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。人

材
不
足
に
対
応
し
て
い
く
に
は
、

介
護
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、

地
域
住
民
な
ど
が
高
齢
者
を
支
え
る

立
場
と
な
り
、
ご
み
出
し
や
掃
除
、

買
い
物
と
い
っ
た
生
活
支
援
を
地
域

で
行
え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
必

要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
が
、
支

え
る
側
に
加
わ
り
、
自
身
の
社
会
的

役
割
を
認
識
し
な
が
ら
地
域
で
活
動

す
る
こ
と
で
、
同
時
に
介
護
予
防
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援

市
で
は
、
平
成
２８
年
４
月
に
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
支

援
す
る
た
め
、
市
職
員
と
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
生
活
支
援
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
目
的
に
、
地

域
に
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
不
足
し
て
い
る
の

か
を
調
査
し
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

生
活
支
援
体
制
を
整
備
す
る
た

め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

支
援
を
実
施
す
る
団
体
が
、
情
報

共
有
や
意
見
交
換
に
よ
っ
て
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
市
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
、
市
内
全
域

で
生
活
支
援
を
実
施
し
て
い
る
団

体
で
構
成
す
る
協
議
体
を
、
平
成

28
年
6
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
1
月
か
ら
2
月
に

か
け
て
、
市
内
3
カ
所
で
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
交
換

会
に
は
、
各
地
域
で
生
活
支
援
や

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

方
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
に

興
味
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
延
べ

1
4
3
人
が
参
加
し
、
自
ら
の
活

動
の
紹
介
を
行
っ
た
ほ
か
、
日
々

の
生
活
で
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
率
直
に
話
し
合
い
ま
し

た
。地

域
で
支
援
を
行
う
に
あ
た
っ

て
困
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
う

場
面
で
は
、
気
軽
に
支
援
を
頼
め

る
雰
囲
気
作
り
が
重
要
で
あ
る
こ

と
や
、
支
援
す
る
人
と
支
援
を
頼

む
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
意
見

が
挙
げ
ら
れ
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

参
加
者
は
大
き
く
う
な
ず
い
て
い

ま
し
た
。

市
で
は
、
地
域
で
の
介
護

予
防
に
関
す
る
住
民
主
体
の

通
い
の
場
な
ど
の
活
動
を
、

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
行

え
る
よ
う
、
介
護
予
防
活
動

の
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
養
成

す
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
が
主

体
的
に
地
域
で
介
護
予
防
活

動
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る

こ
と
で
、
介
護
予
防
活
動
が

各
地
域
に
広
ま
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講

座
で
誕
生
し
た
リ
ー
ダ
ー
は
、
地

元
の
自
治
会
館
な
ど
を
会
場
に
、

1
〜
2
週
間
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で

定
期
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
の
役

割
を
担
う
人
や
リ
ー
ダ
ー
を
補
助

す
る
人
が
増
え
、
高
齢
者
が
自
分

で
通
う
こ
と
が
で
き
る
場
が
身
近

に
で
き
る
こ
と
で
、
運
動
に
よ
る

介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、
参
加
者

の
交
流
に
よ
る
地
域
力
の
強
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

興
味
の
あ
る
講
座
に
参
加
し
、

介
護
予
防
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
参
加
で
き
、
定
期

的
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
団
体

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
の

結
果
は
、「
高
齢
者
が
参
加
で
き

る
地
域
の
通
い
の
場

一
覧
ブ
ッ

ク
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
冊
子
は

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
各

地
区
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
身
に
合

っ
た
通
い
の
場
を
見
つ
け
、
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

近
年
、
高
齢
者
が
自
宅
で
孤
独

死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
1
0
0
あ
る
市
内
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
う
ち
51
の
ク
ラ
ブ

で
は
、
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
、
地

域
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
と
し

て
自
宅
を
訪
問
し
た
り
、
電
話
を

か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

行
政
に
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な

団
体
が
、
地
域
で
活
動
し
や
す
く

な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
も
多
様
化
し
、
行
政
だ
け
で
す

べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と

言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
住

民
が
で
き
る
範
囲
で
協
力
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

介
護
予
防
の
充
実
と
生
活
援
助
の
選
択
肢
を
増
や
し
ま
す

取り組み

2

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
実
施

介介
護護
予予
防防
リリ
ーー
ダダ
ーー
養養
成成
講講
座座

総合事業の開始により、要支援1・2の方へのサービスが変わります

〈総合事業開始後〉

（変更なし）

従来の訪問介護や通所介護と同様、
介護保険事業所の専門職（ホーム
ヘルパー等）によるサービス

予防給付の基準（職員の配置基準
等）を緩和したサービス
【２９年１０月開始予定】

有償・無償のボランティア等によ
る住民主体の支援
【２９年１０月開始予定】

保健・医療の専門職による短期間
（３～６カ月）で行われるサービス
【２９年１０月開始予定】

予防給付と
同様の内容

緩和した
基準による
サービス

住民主体に
よるサービ
ス

短期集中予
防サービス

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

通
所
型
サ
ー
ビ
ス

〈現行〉

・福祉用具貸与
・通所リハビリ
テーション

・訪問看護 など

・訪問介護
・通所介護

元気に体を動かすことが介護予防になります

地
域
住
民
を
生
活
支
援
の
担
い
手
と
す
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す

取り組み

3

生
活
支
援
体
制
を
整
備

今後、
地域で必要な
取り組み

情
報
共
有
と
意
見
交
換

で
、
よ
り
充
実
し
た
支

援
を
目
指
す

意見交換会では、それぞれの取り組みや
考え方について意見を交わしました

・近所のごみ出し

・買い物支援や調理補助

・ラジオ体操

・お弁当等の手渡し

・掃除の手伝い

・茶話会・サロンの企画・運営

（ミニデイサービス、通いの場）

予防給付 予防給付

介護予防・日常生活支援総合事業

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
地
域

住
民
が
対
応
で
き
る
よ
う
に

越谷市老人クラブ連合会
北山 隆司さん

団体の活動内容を
写真付きで紹介



高齢者が地域で安心して暮らしていくために特集

8
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在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
体
制

を
整
え
、
入
院
病
床
の
不
足
に

対
応
す
る

在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
と
は
、
高

齢
者
を
は
じ
め
、
病
気
や
障
が
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
通
院

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
対
し
、
住

み
慣
れ
た
自
宅
な
ど
で
必
要
な
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
医

療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る
人

が
増
加
し
、
入
院
病
床
の
不
足
な
ど

の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

前
に
、
入
院
す
る
こ
と
な
く
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

各
医
療
関
係
団
体
で
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
の
利

用
を
推
進
し
た
り
、
在
宅
患
者
も
利

用
で
き
る
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
な

ど
、
市
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
、
皆
さ
ん
の
ふ
だ
ん

の
生
活
習
慣
や
病
歴
を
把
握
し
て
も

ら
っ
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

時
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
ま
す
。

医
療
・
介
護
関
係
者
に
よ
る

連
携
を
進
め
る

越
谷
市
医
師
会
で
は
、
平
成
２８
年

４
月
に
医
療
・
介
護
関
係
者
の
相
談

や
支
援
等
を
行
う
連
携
窓
口
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
で
は
医
療
・

介
護
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

や
役
割
な
ど
を
お
互
い
に
理
解
し
連

携
を
図
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
と
し
た
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う
場

地
域
ケ
ア
会
議
は
、
医
療
や
介
護
の
専
門
職

と
地
域
の
方
が
高
齢
者
へ
の
支
援
策
の
検
討
を

行
う
場
で
す
。
ま
た
、
検
討
し
た
結
果
を
集
約

し
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

本
市
で
は
、市
内
１１
カ
所
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
具
体
的
な
ケ
ー
ス
を
基
に
支
援
策

の
検
討
を
行
う
会
議
か
ら
、
市
全
体
に
共
通
す

る
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
議
ま
で
、３
つ

の
段
階
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

越谷市医師会では、行政との連
携の下、地域ケア会議への参加や、
認知症対策への対応（物忘れ相談
医・認知症初期集中チームの結成）、
医療と介護の連携窓口の設置など
を行っています。
連携窓口では、在宅医療と介護
の連携に関する相談（在宅医師の
紹介・登録、在宅患者用のベッド
運営等）や医療と介護関係者の研
修、情報共有のためのシステム整備を行っています。
現在、開業医の件数は増加していますが、地域包括ケア
システムを運営するために必要な在宅医の数には遠く及び
ません。今後、１人でも多くの訪問医師を増やすために、
市民の皆さんにも関心を持ってもらい、地域医療を住民と
ともに作り上げていきたいと考えています。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
地

域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
今
年
２
月
に
「
越
谷

市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
専
門
医
、
保
健
師

ま
た
は
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護
福

祉
士
な
ど
の
医
療
と
福
祉
の
専
門
職
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
で
、
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期

対
応
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
は
各
地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
す
。
チ
ー
ム
に
よ
る
初
回
訪
問
後
に
支

援
の
方
針
を
決
め
、
対
応
し
ま
す
。
支
援
終
了

後
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
引
継
ぎ
が
行
わ

れ
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
の
人
に

対
し
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
な
く
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
全
国
で
行

わ
れ
て
お
り
、本
市
で
も
平
成
１９
年
か
ら
２８
年
ま

で
に
２
万
６
０
０
０
人
以
上
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養

成
し
ま
し
た
。講
座
で
は
、認
知
症
の
人
と
接
す

る
と
き
の
心
構
え
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、受
講
者
に
は
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

と
し
て
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
市
内
の
小
中
学
校
や
地
区
セ
ン
タ

ー
で
も
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
自
治
会
等
の
団

体
へ
の
出
張
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�

９
６
３
�
９
１
６
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご えん

口腔ケアは、誤嚥性肺炎などに
有効とされており、一生涯を通し
て継続することが重要です。
越谷市歯科医師会では、越谷市

地区在宅歯科医療推進窓口を開設
し、お口でお困りのことがあれば、
どんなささいなことでも在宅・入
院時を問わず相談を受け付
けています。

越谷市地区在宅歯科
医療推進窓口
☎090－5764－8020
（月曜～金曜日、
午前10時～午後3時）

平成２８年４月に、かかりつけ薬剤師
制度が始まりました。担当の薬剤師が
他の医療機関・薬局で受け取った薬や
市販薬などをまとめて把握して、服用
の注意点などをアドバイスします。
また、各薬局の薬剤師は、薬につい
ての相談をお受けしているほか、患者
さんをサポートするため、以下のよう
なことも行っています。
�薬の飲み合わせを調べます
�同じときに飲む複数の薬を、飲みやすく一袋にまとめます
�飲み残した薬（残薬）を調整します
�ご自宅に伺い、薬の管理のお手伝いをします
病院や歯科、薬局に行く時は、お薬手帳を携帯してください。
そのほか、介護保険制度、健康相談などについてもお気軽にご
相談ください。

医
療
の
需
要
が
高
い
高
齢
者
を
、
医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
支
援
し
ま
す

取り組み

4

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
を
推
進

地
域
住
民
が
地
域
の
課
題
を
検
討
し
、
共
有
で
き
る
場
を
提
供
し
ま
す

取り組み

5

地
域
ケ
ア
会
議
を
設
置

個別ケース検討会議では、参加者から出された
意見をまとめながら、具体的な事例を検討します

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
や
す
い
生
活
環
境
の
整
備
を
目
指
し
ま
す

取り組み

6

認
知
症
施
策
を
推
進

市全体

各地区

市長の附属機関として、
市全体で共通する課題
について話し合います。

越谷市地域包括ケア推進協
議会
医師・歯科医師・薬剤師

などの医療関係者、介護支
援専門員や介護サービス事
業所職員などの介護関係者、
学識経験者

個別ケース検討会議で
抽出された地域の課題
について、地域住民と
検討を行います。

高齢者への支援策の検
討を行います。また、
高齢者等が抱える問題
を検討することで見え
てくる地域の課題を抽
出します。

地域包括支援ネットワーク
会議
自治会・民生委員・福祉推
進員などの地域の代表者、
医療・介護関係者

個別ケース検討会議
医師・歯科医師・薬剤師な
どの医療関係者、介護支援
専門員や介護サービス事業
所職員などの介護関係者、
自治会・民生委員などの地
域の代表者

小中学校での認知症サポーター養成講座
では、寸劇なども取り入れています

支援の流れ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

�

初
回
訪
問
（
保
健
師
ま
た
は
看
護

師
と
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
介
護

福
祉
士
等
が
自
宅
を
訪
問
）

�

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
の
会
議

�

必
要
な
支
援
の
実
施

�

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
で
の
会
議

�

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
へ
の
引
継
ぎ

在宅・入院患者の相談受付や
口腔ケア指導で病気を予防

越谷市歯科医師会 理事
栗田 修身さん
（栗田歯科医院）

入院患者に、看護師とともに
口腔ケアの指導を行っています

市内の医療・介護関係者が集まり研修会が行
われています

行政や医療・介護関係者、市民とともに
地域医療を作り上げる

かかりつけ薬剤師制度や自宅への
訪問サービスで薬の管理・服用を支援

越谷市医師会 理事
岡野 昌彦さん
（岡野クリニック）

越谷市薬剤師会 会長
藤田 照子さん
（弥生薬局）


